
保健編 ４章

１
健康の成り立ちと
病気の発生要因

健康な生活と病気の予防



今日の学習

これまで，健康の大切さについて学

習してきました。「健康でいたい。」

という願いは誰もがもっています。こ

こでは，このかけがえのない健康が，

どのようにして成り立っているのかを

学習しましょう。



キーワードは

主体

環境

主体の要因

環境の要因

キーワードに注意して学習を進めよう。



病気にならないために，ふだん気を

つけていることを考えてみましょう。



・うがいをする。

・マスクをする。

・手をよく洗う。

・多くの人が集まる場所に行かない。

・部屋の換気と適度な加湿を行う。

・バランスのよい食事，十分な睡眠，適度な

運動など，規則正しい生活習慣に注意する。

・流行前に予防接種を行う。



健康は，主体（人）と，それを取り巻
く環境を良い状態に保つことによって
成り立つ。













病気は，主体の要因と環境の要因が

関わり合って発生する。



日本人の平均
寿命は，少し
ずつ延びてい
る。



死因は，がんや心臓病が増えている。



むし歯は，次のようにして起こりま

す。次の ， ， ， を，主体

の要因と環境の要因に分けてみま

しょう。

ア イ ウ エ



歯の質（酸に対する抵抗力）

歯磨きの習慣

糖分や酸

細菌（ミュータンス菌など）

ア

イ

ウ

エ







歯の質（酸に対する抵抗力）

歯磨きの習慣

糖分や酸

細菌（ミュータンス菌など）

ア

イ

ウ

エ

主体の要因

主体の要因

環境の要因

環境の要因

答え



学習のまとめ

健康は、主体と環境を良い状態に保つ
ことによって成り立っており、多くの病
気は、主体の要因と環境の要因が関わり
合って発生する。


